





































































































































































































































































組んでいる（現代思想 4 月臨時増刊号・ 9 月号，中東研究第511号（ 6 月）・512号（ 9 月），
国際問題10月号）。
⑶　 ソロス財団ウズベキスタン支部は，同国の優れた研究者を集め同国に住む全ての民族に
関する情報を網羅した『ウズベキスタン民族事典』（Alisher Ilkhamov, Etnicheskii Atlas 
Uzbekistana, Institut “Otkrytoe Obshchestvo”-Fond Sodeistviia, Uzbekistan, 2002）を出
版したが，同国における公式的な民族研究の中心である科学アカデミー所属歴史研究所を
無視したため，研究所側の不興を買っていた。同支部が閉鎖された背景には，もしかした
らそのような研究者同士の対立も関連しているかもしれない。
⑷　 ソ連時代，ソ連邦を構成するグルジア共和国の中でアブハジアは自治共和国，南オセチア
は自治州とされ，グルジアの独立後はその領土として受け継がれることになった。しかし，
すでに1980年代末からグルジアと両地域の対立はエスカレートし，両地域はグルジアから
の独立を志向するようになった。
⑸　 キルギス北部はキルギス人と並んでロシア人が多く，ロシア語がよく通じる。これに対し
て，フェルガナ盆地の一部である南部ではウズベク人とキルギス人がともに居住していて，
2010年に起きた民族衝突まではウズベク語も頻繁に使われていた。こうした地域特性の違
いから，同国では南北対立がしばしば政治の世界に影響力を及ぼしている。
⑹　 これは，筆者の現地人の友人が当時筆者に語ったものを筆者なりに解釈したものであるが，
彼は自国政府からはやや距離をおいた立場の知識人である。
⑺　 とりわけエジプトはアラブ世界の政治的中心であり，19世紀以来，さまざまな形での数多
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くの政変・革命を経験してきた。主なものを挙げれば，ウラービー革命（1882年），ナセ
ルらによるエジプト革命（1952年），サダトの暗殺（1981年），そして今回の民主化革命
（2011年）がある。
⑻　小松久男，『革命の中央アジア―あるジャディードの肖像』，東京大学出版会，1996年
⑼　髙橋巖根，『ウズベキスタン―民族・歴史・国家』（創土社，2005年），68-70頁
